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かなりの量になりました。今後の資料の保管を考慮し、資料のデジタル化を進めています。 

５ 組織の整備と確立について 

会員現勢 

 

 2012年度入会者は30名、退会者は34名で、会員数は632名です。団塊の世代の大量退職の波が一

段落した今、学図研の会員も横ばいの状態が続いています。学図研結成から25年以上経過し、第一線

を退く結成時の会員も多くなりました。 

学図研の特徴である「実践を持ちより日常の図書館活動にいかす」姿勢は、多くの学校司書にアピ 

ールするポイントです。「ニュース」やイベントなどで積極的に実践を報告して会員を増やしましょう。 

(2)全国大会の持ち方 

めまぐるしく変化する社会情勢に対応するために、全国大会を毎年開催することを確認しています。 

参加者が増えることは喜ばしいことですが、当然運営する側の負担も増大します。一方では、全国大

会開催を機に、支部結成の動きや会員増にもつながってきました。 

2013年度の島根大会は、「学校司書等配置事業」などを含む第二次「島根県子ども読書活動推進計

画」5カ年計画の最終年度というこ とで、その成果を検証する 機会としても、島根で全国大会を開

催することになりました。今後の開催地も、その土地で開催する意味を考慮して候補地が出ています。 

また、大会の運営も、すべての役割を一つの支部が担うことが難しくなってきています。福島大会

のようにいくつかの支部で分担する協力体制を積極的に作っていきましょう。全国大会の開催が負担

になるのではなく、得るものが大きい運営を考えなければなりません。全国大会開催について、支部

やブロックで検討をお願いします。次回、2014年度第30回大会は熊本で開催の予定です。 

 

(3)全国委員会、常任委員会の運営 

 全国委員会は、大会の前後も含めて5回開催しました。常任委員会は、12月、6月に、臨時常任委

員会を7月東京で開きました。記録は、その都度「ニュース」で報告しています。また、全国委員会

の討議を補い、緊急の問題を諮るために全国委員メーリングリストを活用しています。同様に、常任

委員会もメーリングリストを活用して、全国委員会の案件の整理や議題の原案作りなどを行っていま

す。 

 できるだけ多くの全国委員に委員会に出席してもらいたいのですが、会議にかかる費用が財政の大

きな負担となっている面もあります。会場費の節約など、財政面の工夫をする必要があります。 
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